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　企業・団体の皆様に森づくり活動による環境貢献の成果を実感し
ていただけるよう、県では CO2 森林吸収量の「見える化」に取り
組んでいます。

申請できる方：やまがた絆の森協定（もしくは従来の企業の森づくり）を締結し
た企業等、その他知事が適当と認める者

対象となる行為：自主的な活動として支援又は実施する植樹及び除伐、間伐等の保育
認 証 の 対 象：森林を整備した時点での１年間のCO2森林吸収量
　
※認証には、森林所有者との協定等により複数年の
　事業計画を作成することが必要です。

やまがた緑環境税

県民みんなで
支える森づくり

山形県環境エネルギー部みどり自然課
〒990-8570　山形市松波二丁目８番１号
TEL 023-630-2432　FAX 023-625-7991

問い合わせ先

やまがた絆の森
企業と地域の交流を目指して企業と地域の交流を目指して

令和８年度版
山　形　県
令和８年度版
山　形　県
令和８年度版
山　形　県

やまがた絆の森づくりはやまがた緑環境税を活用してサポートしています。

事業紹介 インスタグラム Facebook

　山形県CO2森林吸収量認証制度とは、企業・団体が自主的に取り組んだ森づくり活
動による環境貢献の成果を、CO2森林吸収量として算出して認証するものです。
　これにより、企業・団体のPRやイメージアップをしやすくすることで企業等によ
る森づくり活動を促進することをねらいとしています。

　PRパネルの展示、県みどり自然課発行の
冊子「もりしあ」、山形県森林協会発行の冊
子「森林やまがた」、ホームページ等でやま
がた絆の森の取り組みを紹介しています。

山形県CO2森林吸収量認証書

６月第１土曜日開催「やまがた森
の感謝祭」において、県から認証
書を授与させていただきます。

森林やまがた・もりしあ
PRパネルの展示

やまがた絆の森HP
▲もりしあ

▲森林やまがた

森づくり活動の「見える化」森づくり活動の「見える化」
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森林の整備：植樹、下刈り、枝打ち、間伐、歩道整備等
森林の利用：自然観察、きのこ栽培、木工クラフト、いも煮会等

山形県（公益財団法人やまがた森林と緑の推進機構）の支援
も　り

〇協定締結までの調整、サポート　
　（関係者（森林所有者、市町村、森林組合等）との調整等）

〇活動フィールドやプランの提案
〇協定締結後の専門知識・技術等の支援　　
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〇森づくり指導者の派遣　　
〇活動に必要な用具（ヘルメット等）の貸出、紹介
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企業等が実施する継続的な森づくり活動により、環境貢献と地域交流による
里山地域の活性化を図ります。

企業等、県、森林所有者で協定を締結し、企業等の森づくり活動をサポートします。
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STEP
3 現地をご案内し、所有者や地元と
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実　践　型 : 企業等の社員が自ら森林整備を行います。
費用負担型 : 企業等が森林整備費用や物資を提供し、森林所有者が森林整備を行います。

現地確認・関係者との打合せ
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6 森づくり活動の助言、技術支援を

行います。

森づくり活動の実施

森づくり活動を行う企業に
指導者を派遣します。

専門講師の派遣
森づくり活動に必要な用具を貸
し出しします。＜ヘルメット、下
刈鎌、鋸、スコップ、鍬など＞

作業用具の貸出し
森づくり活動による CO2 森林吸収
量の認証申請をサポートします。
＜山形県 CO2 森林吸収量認証制度＞
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森づくりで
地域を元気に
新たなビジネス
チャンス

山形県の森林は、最上川の清らかな水を育みます。
土砂の流出を防ぎ、県土を保全します。
二酸化炭素を吸収し、温暖化の防止に貢献します。
木材やきのこ・山菜などの豊かな林産物を生み出します。
さまざまな動植物の生息の場となります。
四季折々の景観として県民の心を潤します。
しかし、人々の生活が山から離れたことや林業の採算性の悪化などから、手入れ不足の森林
が多くなり、こうした森林の持つ多面的機能が十分に発揮されなくなってきています。

森林を健全な姿で未来に引き継いでいくためには、森の手入れが欠かせません。
今、森林は、企業の皆さんの行動力や知恵を必要としています。

山形県では、森林の保全や活用を通して企業の皆様と地域の方々が絆を深め、地域活性化に
結び付く「やまがた絆の森づくり」を進めています。

山形県の森林は、最上川の清らかな水を育みます。
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山形県では、森林の保全や活用を通して企業の皆様と地域の方々が絆を深め、地域活性化に
結び付く「やまがた絆の森づくり」を進めています。
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ぐるっと花笠の森【山形】
5

㈱山形銀行、山形信用金庫
所在地：山辺町大字畑谷地内
面　積：2.5ha
所有者：山形県

ぐるっと花笠の森【米沢】
６

㈱山形銀行、米沢信用金庫
所在地：米沢市万世町地内
面　積：2.0ha
所有者：米沢市

南陽・「草木の森」
７

国土防災技術㈱
所在地：南陽市宮内地内
面　積：75.85ha
所有者：（公財）やまがた森林と   
　　　　緑の推進機構

やまぎん蔵王国定公園の森
８

㈱山形銀行
所在地：山形市・上山市 他 地内
面　積：4453.81ha
所有者：（公財）やまがた森林と   
　　　　緑の推進機構

しんきん結
ゆい

の森・
ぐるっと花笠の森【新庄】

１

新庄信用金庫、㈱山形銀行
所在地：新庄市五日町地内　
面　積：22.0ha
所有者：柴草山管理組合、新庄市
協力者：�ＮＰＯ法人バイオマス
　　　　もがみの会

荘銀かねやま絆の森
2

㈱荘内銀行
所在地：金山町大字金山地内
面　積：49.65ha
所有者：㈲三英クラフト
協力者：金山町

かねやま絆の森
３

富士フイルムＢＩ山形㈱
所在地：金山町大字朴山地内 
面　積：4.38ha
所有者：㈲三英クラフト
協力者：金山町

ぐるっと花笠の森【鶴岡】
４

㈱山形銀行、鶴岡信用金庫
所在地：鶴岡市羽黒町手向地内
面　積：11.0ha
所有者：鶴岡市

協定締結企業等　一覧協定締結企業等　一覧
令和７年度は新たに２社と協定を結び、現在、41企業・団体が県内各地の39地区で
森づくり活動を行っています。　　　　　　　　　　　　　　（令和8年４月１日現在）
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社内外に向けた活動を応援します社内外に向けた活動を応援します
社会貢献

森林保全活動に取り組むことで、
地域社会とのかかわりを深め、
企業のイメージアップ、社会的
評価の向上等に役立ちます。

環境貢献
環境貢献活動の取り組み
が、地球温暖化対策など
社会全体の環境保全に役
立ちます。

人材育成
森づくり活動を行うことで
社員同士のコミュニケー
ション能力が磨かれます。

企業のＰＲ
森林保全活動を通して、
‶環境問題に積極的に取組
む企業”というイメージを
PRできます。

福利厚生
森林をレクリエーションの
フィールドとして活用する
ことで、心身のリフレッシュ
が期待できます。

※「やまがた絆の森」に参画した年月日順に掲載

９
おーばん琴の森

10

㈱おーばん
所在地：尾花沢市大字尾花沢地内
面　積：10.0ha
所有者：尾花沢市第１財産区

山形県トラックの森
11

（公社）山形県トラック協会
所在地：山辺町大字畑谷地内
面　積：2.67ha
所有者：畑谷地区23名共有地

JT の森　鶴岡
12

日本たばこ産業㈱山形支社
所在地：鶴岡市下川 他 地内
面　積：35.95ha
所有者：下川生産森林組合、
　　　　鶴岡市、山形県

ウンノハウス企業の森
㈱ウンノハウス
所在地：飯豊町大字須郷地内
面　積：0.59ha　
所有者：山形県

3



13
神の宿る森はぐろ

14

（一財）田川建設会館
所在地：鶴岡市羽黒町手向地内
面　積：60.07ha
所有者：手向生産森林組合、鶴岡市

にしかわ絆の森
15

日東ベスト㈱
所在地：西川町大字沼山地内
面　積：1.7ha
所有者：沼山区、西川町

16
天童・不思議の森

㈱滝の湯ホテル、㈱デンソーＦＡ山形
㈱天童木工、㈱新東京ジオ・システム
所在地：天童市大字貫津地内　
面　積：13.9ha
所有者：（公財）やまがた森林と
　　　　緑の推進機構

17 18
みはらしの丘

おか
未
ざ き

来の森
岡崎医療㈱
所在地：山形市大字松原地内
　　　　（蔵王みはらしの丘）
面　積：1.42ha
所有者：松原共有財産維持管理組合

19
ＪＡ山形市“のんきな殿さま”絆の森
山形市農業協同組合
所在地：山形市小白川町地内
面　積：15.2ha
所有者：山形市小白川財産区、
　　　　小白川山林組合

20
企業局絆の森 月山仁田山
山形県企業局
所在地：西川町大字月岡地内
面　積：10.71ha
所有者：西川町、本道寺地区会

21 22
もくロックの森

㈱ニューテックシンセイ
所在地：�南陽市赤湯十分一山　

他　地内　
面　積：5.0ha
所有者：南陽市

23
ステージアンサンブル東北「まほろばの里 絆の森」
㈱ステージアンサンブル東北
所在地：高畠町大字安久津地内
面　積：3.6ha
所有者：高畠町

24
Ｒ48しあわせ街道学びの森
㈲双伸工業
所在地：東根市大字関山地内
面　積：4.2ha
所有者：（一社）関山愛林公益会

25 26
モンテディオ山形 未来の森
㈱モンテディオ山形
所在地：天童市大字田麦野地内
面　積：2.0ha
所有者：天童市

所有者：

27ニッサンの森【Asahi】
ニッサンの森【朝日白倉】

28

山形日産自動車㈱、日産プリンス山形販売㈱
所在地：朝日町大字白倉 他 地内
㉖面積：4.6ha
所有者：朝日町
㉗面積：60.88ha
所有者：（公財）やまがた森林と
　　　　緑の推進機構

29 30

あいおいニッセイ同和損害保険㈱
所在地：㉘西川町大字沼山地内
　　　　㉙西川町大字睦合 他 地内
㉘面積：1.0ha
所有者：沼山区、西川町
㉙面積：32.00ha
所有者：（公財）やまがた森林と
　　　　緑の推進機構

あいおいニッセイ同和損保の森【西川沼山】
あいおいニッセイ同和損保の森【西川睦合】

3431 32 33
エルデックの森

㈱エルデック
所在地：酒田市地内、庄内町地内
面　積：64.11ha
所有者：（公財）やまがた森林と
　　　　緑の推進機構

リコージャパン㈱山形支社
所在地：山形市大字門伝地内
面　積：4.55ha
所有者：門伝生産森林組合

リコージャパンなないろの森

35
でん六　幸せの森

ヤマト運輸の森

くのり協同和楽の森ミドリオートレザーやまがた絆の森 エコフォレスト八
や た に

谷の森
㈱でん六
所在地：上山市小倉地内
面　積：1.25ha
所有者：小倉生産森林組合

ヤマト運輸㈱山形主管支店
所在地：山形市大字門伝地内
面　積：0.6ha
所有者：山形市

置賜建設㈱
所有地：米沢市万世町桑山地内  外
面　積：0.5ha
所有者：学校法人九里学園

ミドリオートレザー㈱
所在地：山形市蔵王山田地内
面　積：0.4ha
所有者：山形市

エコマネジメント㈱
所在地：米沢市大字入田沢地内
面　積：35.93ha
所有者：（一財）田沢自彊会

36 37 38

39

花王㈱酒田工場
所在地：酒田市大浜地内
面　積：3.39ha

所有者：酒田市、山形県

花王の森　おおはま

朝日相扶 絆の森 白鷹
㈱朝日相扶製作所
所在地：白鷹町大字十王地内
　　　　（白鷹町ふるさと森林公園）
面　積：4.1ha
所有者：白鷹町

笑顔いっぱいの森 ひがしね
アイジー工業㈱
所在地：�東根市大字東根元東根

地内
面　積：4.6ha
所有者：東根市東根財産区

ハイブリット基金の山形トヨペットの森
山形トヨペット㈱
所在地：山形市みはらしの丘地内
面　積：0.25ha
所有者：山形市

PELLET WATARAI エネルギーの森
㈱渡会電気土木
所在地：鶴岡市地内
面　積：50.00ha
所有者：（公財）やまがた森林と
　　　　緑の推進機構

梓山ほんわかのもり
㈱ＳＵＭＣＯ米沢工場
所在地：米沢市万世町梓山地内
面　積：5.8ha
所有者：地縁団体梓山区会

4



～令和７年度の活動より～
「やまがた森の感謝祭2025」にてＣＯ₂森林吸収量
　認証書取得と「緑の少年団」活動支援

　令和７年６月７日に新庄市民スキー場にて、山形県主催の
「やまがた森の感謝祭２０２５」が開催されました。式典で
は「山形県ＣＯ₂森林吸収量認証書」が県より当金庫に授与
され、その後植樹活動が行われました。
　式典後には、当金庫やＮＰＯ法人バイオマスもがみの会等
が参画し整備を続けてきた絆の森「しんきん結の森・ぐるっ
と花笠の森【新庄】」の遊歩道にて、「緑の少年団」活動が行
われました。当金庫職員も参加し、遊歩道案内・安全確保に
協力しました。

所在地

所在地所在地

協定期間

協定期間協定期間

協定者

活動目的

活動内容

活動目的

活動目的

活動目的

活動内容
(1) 育林整備活動
　第 1 期協定初年度に当行役職員が杉の苗を植林した協定地 (16 年生林 )
において、下刈り作業と枝打ち、つる切り、除伐等を行いました。
　急傾斜地であり、前日までの雨により滑りやすくなっている足元の中、
約 1 時間 30 分の作業に汗を流しました。
　活動への参加者からは、「作業前は下草も多く、鬱蒼とした雰囲気の林が、
自分たちの作業によってすっきりとして、杉の裾に光や風が通る様を感じ
ることができ、とても充実した活動だった。」といった感想がありました。
(2) 荘銀かねやま絆の森講座
　「市民・企業が森づくり活動に取り組む意義」と題して、森林インストラク
ターで国土防災技術㈱参事の佐藤 恒治 氏に講義を行っていただきました。
　①森と人のかかわり、②日本の森林の現状と課題、③森林のはたらき、
④市民・企業が森づくり活動に取り組む意義など、森林が抱える課題を踏ま
えたお話の内容で、幅広く森づくり活動について理解を深める学びの機会
となりました。
　また、当行を含むフィデアグループが定める環境方針について事務局より
説明し、森づくり活動が重要な取り組みであることを再確認しました。

○山形県が創設した「やまがた絆の森プロジェクト」に基づき、
　県内の４信用金庫との連携による森づくり活動を５年間行います。
○県内４カ所の「ぐるっと花笠の森」にて、植樹や下刈り等を行います。

金山町大字金山地内　面積：49.65ha

鶴岡市羽黒町手向地内（月山やすらぎの森）　面積：11.0ha金山町大字朴山地内　面積：4.38ha

協定者 ㈱山形銀行、鶴岡信用金庫、鶴岡市、山形県

協定者 ㈱荘内銀行、㈲三英クラフト、金山町、山形県

令和７年 10 月 18 日（土）　参加者 総勢 29 名 ( うち当行関係者 19 名 )

富士フイルムＢＩ山形㈱、㈲三英クラフト、金山町、山形県

第１～５期：平成22年４月１日～令和８年３月31日
第 　6 　期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

荘銀かねやま絆の森

ぐるっと花笠の森【鶴岡】かねやま絆の森

２

４３

集合写真

樹木医さんによる森林学習▶

所在地

協定期間

　　　　　　　森づくりによる二酸化炭素削減の推進・地域活性化等を目
的として、「やまがた絆の森『しんきん結 ( ゆい ) の森・ぐるっと花笠の森【新
庄】』」の協定を６団体の間で締結しております。
　このプロジェクトで私どもは、地域住民、企業が気軽に森づくりを行い、
活動成果を実感できる仕組みを構築するために共にコンソーシアムを形成
し、下記のような活動を行っております。

　　　　　　　ＣＳＲ ( 企業の社会的責任 ) 活動の一環として、2010 年
度より協定を締結して１５年間、協定者４者に参加企業を交え、多くのス
テークホルダと関わりながらパートナーシップを大切に活動しています。
第５期は、カーボンニュートラルの視点から企業と地域が取り組む CO２
森林吸収量に貢献できる活動モデルとして「やまがた絆の森」と、人的資
源の視点から森との関わりを通じて豊かな人間性を育む「やまがた木育」
の普及活動に取り組みます。

　　　　　　　荘内銀行は、二酸化炭素の吸収源確保や生物多様性の保全、
環境教育の実践と参加者相互のコミュニケーション活性化を目的に、金山
町で森づくり活動を展開。
第 4 期は「持続可能な地域社会の実現に向けた学びと実践」がテーマ。

新庄市五日町地内　面積：22.0ha

○実 : 実践型　○費 : 費用負担型

●実●実

協定者

活動内容

新庄信用金庫、㈱山形銀行、柴草山管理組合、新庄市、
ＮＰＯ法人バイオマスもがみの会、山形県

第１～３期：平成22年４月１日～令和７年３月31日
第　４　期：令和７年４月１日～令和12年３月31日

第１～４期：平成22年４月１日～令和８年３月31日
第　５　期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

第１～３期：平成２２年４月１日～平成７年３月３１日
第　４　期：令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

しんきん結
ゆい

の森・ぐるっと花笠の森【新庄】１

緑の少年団活動支援緑の少年団活動支援
（遊歩道へ誘導している職員の様子）（遊歩道へ誘導している職員の様子）

認証書授与式の様子認証書授与式の様子

認証書認証書

16 年間（全 27 回）
の参加人数

延べ1,156名

令和 ６ 年 １０ 月 ２６ 日（土）
参加人数：５５ 名
活動場所：月山やすらぎの森
　　　　　（鶴岡市羽黒町）
活動内容：杉林の枝打ちと
　　　　　林床の笹下刈り

●実●実

令和７年６月７日（土）　参加人数：３ 名

活動内容 令和７年９月 27 日（土）　参加人数：４２ 名

育林整備活動育林整備活動

荘銀かねやま絆の森講座荘銀かねやま絆の森講座

吸収

かかねねややまま絆絆のの森森だだよよりり 2025.8

希望する森づくり企業は山形県CO2森林吸収量認証が受けられます。この認
証は企業が1年間の活動内容と作業範囲を県に報告し、CO2吸収にどのくら
い貢献できたかを県が審査・査定をして認証書を交付するしくみです。

2010年度〜2024年度の15年間で 富士フイルムＢＩ山形の森づくりは
約17,301台の複合機が1年間に排出す
二酸化炭素を吸収する活動になりました

2010年度〜2024年度の15年間で 富士フイルムＢＩ山形の森づくりは
約17,301台の複合機が1年間に排出す
二酸化炭素を吸収する活動になりました

【【山山形形県県CO2森森林林吸吸収収量量認認定定制制度度】】
山形県では、企業の森づくりに対して様々な支援を行っております。

植樹したばかりの頃は、
まだ赤ちゃん苗でした。

当社ではこの吸収量を、従業員やお客様へイメージ
しやすい形にして情報を還元します。

例えば、当社であれば、取扱い主力商品の消費電力
から使用時に発生するCO2をどのくらい吸収するの

かを算出し、ステークホルダに対し間接的な貢献度
として公表しています。

お客様の複合機
から排出される
１年分のCO2を
絆の森の杉たち
が吸収し相殺し
ています！

発行︓富士フイルムBI山形株式会社 2025年8月

（イメージです）

[認認定定のの有有効効なな活活用用方方法法] 
ただ、認定証をいただいて終わりでは
もったいないので、ぜひコミュニケー
ションの材料として活用をおすすめし
ます。

[木木ななららででははのの複複利利効効果果！！] 
ここでおもしろいのが、同じ場所の木の
手入れでも吸収するCO2量が経年に
よって変わることです。
※かねやま絆の森は植樹エリアを
拡大したこともあってたくさん
吸収できています。

富士フイルムビジネスイノ
ベーション社の企業努力や、
複合機業界全体が環境対応
のトップランナーと言われ
ていることも伝えたいです。

苗が育っていくと、木の
吸収できる能力が上がり
ます。

[森森もも技技術術もも成成長長ししてていいるる！！] 
平成28年までの私たちの絆の森は、2,677台の複合機が排出するCO2を
吸収する活動になりました。今年もさっそく複合機が排出するCO2量に

換算してみます。ここで、今までと違う点として基準にしていた旧機種
はTEC値が0.8だったのに対し、今回の基準になる最新機種Apeos
C2570 (Model-PFS)は更にTEC値が0.25と大幅に向上しています。
【計算式】累計吸収量÷複合機1年間のCO2排出量/台＝複合機換算台数

社内で話し合った結果、木の成長と企業の事業の成長、
両面から成り立つ環境貢献は企業としてぜひ発信した
いテーマで、伝えるべきことがはっきり見えてきまし
た。これからも自信を持ってDXのスタートである複合

機をはじめ当社が取り扱う商品でオフィスの環境づく
りをお手伝いし、たくさんのお客様と環境貢献の橋渡
しができるよう仕事も森づくりも頑張ります。

森の中では、植樹した苗が大きくなる
につれて吸収できる量も増え、一方で
複合機も省エネ仕様に努力を続けてき
ました。この指標から、木のCO2吸収
と技術の進歩でCO2排出を抑える活動、

自然と人の「つながり」を感じること
ができました。森も、複合機も成長が
あってこその成果ですね！！排出

CO2

同じCO2吸収量でも、省エネ性能が上がると
複合機換算が増える

旧機種（TEC値0.8） → 2,677台
最新機種（TEC値0.25）→ 8,841台

2010年の吸収量

1.87（t-CO2）

2016年の吸収量

7.91（t-CO2）

省エネ性能UP！

[企企業業ととししてて共共感感ををいいたただだくくたためめにに] 

お客様の複合機が
金山の杉たちを
バックアップ！

なるべく
出さないよ！

大きくなった
からいっぱい
吸収できるよ！

＜富士フイルムビジネスイノベーション カラー複合機 Apeos C2570 PFSの
TEC値︓0.25 kWhを環境省の原単位「1kWhあたりCO2 0.521kg」で換算し算出＞
＜富士フイルムビジネスイノベーション カラー複合機 Apeos C2570 PFSの
TEC値︓0.25 kWhを環境省の原単位「1kWhあたりCO2 0.521kg」で換算し算出＞

省エネ機械になるほど、
CO2自体を出さないから

その分、貢献できる台数
が増えます。

小さいから
吸収量も
ちょっぴり

（電気事業者別排出係数：東北電力の場合）

一般社団法人ビジネス機械・情報システム産業協会(JBMIA)HPより

2022年の吸収量

14.1（t-CO2）

樹齢16年目のエリアの枝打ちと下刈りを実施しました。

※令和７年度は、熊の出没を警戒し活動を中止しました。
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◆�蔵王の森は、豊かな水資源の涵養をはじめ、安全な生活環境の確保、温
泉資源の形成、四季折々の自然景観の創出など、多くの恵みを地域にも
たらしています。

◆�本事業は、これらの森林が持つ公益的機能を将来にわたり維持・向上さ
せることを目的に、当行が間伐作業の費用を助成し、（公財）やまがた
森林と緑の推進機構が蔵王国定公園内等の造林地において間伐を実施す
るものです。

　�間伐により森林内の光環境が改善され、健全な森林成長が促進されるこ
とで、CO₂ 吸収量の増加など森林機能の高度化が期待されます。

◆�なお、本事業による CO₂ 森林吸収量については、山形県の「山形県
CO₂ 森林吸収量認証制度」に基づき、年度ごとに作業結果の審査およ
び認証が行われます。

◆�第３期においては活動規模を拡大し、９年間で計 3,600t-CO₂ の CO₂
森林吸収量を確保することを目標としています。

活動目的

所在地

所在地

所在地

所在地

協定期間

協定期間

協定期間

協定期間

協定者

活動内容

活動目的

活動内容

活動内容

活動目的
山形県が創設した「やまがた絆の森づくり」に基づき、山形銀行と県内４
信用金庫との連携により、県内４カ所の「ぐるっと花笠の森」にて植樹や
下刈り等の森づくり活動を行っています。やまがた絆の森プロジェクト「ぐ
るっと花笠の森【米沢】」の活動は、令和７年度で 16 年目を迎えました。

　　　　　　　令和７年度は、10 月 18 日に歩道沿いの斜面や遊歩道、
植樹周りの下刈り、整備を山形銀行、米沢信用金庫、山形県、米沢市の各
職員混合の 65 名にて班を編成し、交流を深めながら整備作業にあたる予
定でしたが、クマ出没の危険性があり、作業を中止することとしました。
しかしながら継続した取り組みが適切な森林管理につながることから、森
林組合へ下刈りの作業を発注しました。下記写真は前年度の作業内容です
が、今後も里山地域の活性化や森林保全に積極的に貢献していくとともに、
自然に触れリフレッシュできる場として有効に活用してまいります。

　　　　　　　森林の公益的機能の維持増進や県産材の安定供給を目的に
間伐を行いました。
・�山形市山寺地内　他３箇所（面積 29.37ha、森林作業道 3,113 ｍ、搬出

材積 1,352㎥、吸収量 216.83t-CO₂）

上記のとおり、今年度は職員による活動
は中止しました。

活動内容

活動目的　　　　　　　活動を通した地元住民との交流及び裸地化した土地を森林に復元する。

米沢市万世町地内（八幡原緑地稲荷山）　面積：2.0ha

山形市　他　16市町村　地内　　面積：4453.81ha

山辺町大字畑谷地内（山形県県民の森）　面積：2.5ha

南陽市宮内地内　面積：75.85ha

協定者 ㈱山形銀行、米沢信用金庫、山形県、米沢市

㈱山形銀行、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

協定者 ㈱山形銀行、山形信用金庫、山形県

協定者 国土防災技術㈱、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

ぐるっと花笠の森【米沢】

やまぎん蔵王国定公園の森

ぐるっと花笠の森【山形】

南陽・「草木の森」

集合写真集合写真

6  

８

５

７

下刈り作業下刈り作業

下刈りの様子下刈りの様子

道具手入れの様子道具手入れの様子

〇�山形県と山形銀行、山形信用金庫が協定を結び「ぐるっと花笠の森 ( 山
形 )」を平成 22 年に事業を立ち上げ現在第４期に入っています ( １期
５年 )。山形県が提唱する企業の森づくり「やまがた絆の森づくり」に
参画し、森林環境の整備・保全を行い、美しい豊かな森や自然を未来に
引き継ぎその活動を通じて環境貢献 (CO2 削減・低炭素社会 ) を行って
いきます。

○�令和７年度は、10 月 11 日（土）の実施に向けて準備を進めておりま
したが、各地でクマの出没が相次いだことから、職員での活動は中止と
し、山形地方森林組合へ依頼し下刈りを行いました。

●実●実

第１～３期：平成22年４月１日～令和７年３月31日
第　４　期：令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

第１～３期：平成22年４月１日～令和７年３月31日
第　４　期：令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

第１～３期：平成２２年７月６日～令和７年３月３１日
第　４　期：令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

第１～２期：平成２２年９月７日～令和４年３月３１日
第　３　期：令和４年４月１日～令和１3年３月３１日

支障枝処理の様子支障枝処理の様子

被害木の整理伐被害木の整理伐

森林火災跡地森林火災跡地

クズ処理クズ処理 夏季イベント全員集合夏季イベント全員集合生長量調査生長量調査

夏季イベント研修会（秋葉山）夏季イベント研修会（秋葉山） 秋季イベント研修会（クマ対策）秋季イベント研修会（クマ対策）

●費●実

集合写真集合写真

　　　　　　　協定第１期は、区域内の無立木地に、周辺の広葉樹林から採取
した山取苗の植栽と下刈り等の保育作業を行い、第２期は、フルボ酸やワラビ
のリターによる土壌改良を行いながらコナラ・ブナ・イタヤカエデ等の広葉樹を
植栽しています。
　令和元年度と３年度には、劣悪な土壌の改善をねらいとして肥料木を植栽し、区
域内の植栽は全て完了しました。植栽木の生長量調査は継続して実施しています。
　第３期に入ってからも下刈り、クズの駆除、歩道の刈払いや四阿の再塗装を
継続して行っています。５年度から６年度は、保育作業、獣害を受けた肥料木
の補植、弊社開発の忌避剤の散布、スギ人工林の除伐や生長著しいカラマツの
枝落としを実施しました。７年度は雪害により多数発生した幹折れ木の萌芽更新
を期待して整理伐を行いました。
　また、夏季は南陽市秋葉山の林野火災跡地の森林再生を、秋季は多発するクマ
の被害対策をテーマとしてそれぞれの専門家をお招きし研修会を開催しました。

伐採前伐採前 伐採後伐採後
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　　　　　　　公益社団法人山形県トラック協会は、日本経済の物流を担っ
ている事業者団体です。事業の性格上、二酸化炭素に排出は避けて通れな
い状況であり、「社会と共生」を図ることを事業理念に置き、交通事故撲滅
はもちろんのこと、環境対策も重要な事業と位置づけ取り組んでいます。

実施日：�令和 7 年 5 月 24 日（土）　参加人数：38 名
　　　　散策と植栽を実施しました。
実施日：�令和 7 年 7 月 26 日（土）　参加人数：�46 名
　　　　巣箱制作と散策 ( 巣箱設置 ) を実施しました。
実施日：�令和 7 年 10 月 4 日（土）　参加人数：�39 名
　　　　桜植樹とリース制作を実施しました。

所在地

所在地

所在地
協定期間

協定期間

協定期間

協定者 協定者
活動目的

活動目的

活動内容

活動目的

活動内容

○�森づくりを通して社員とお客様の交流
○�協定森林の森づくりを通して、企業としての社会貢献

　　　　　　　「JT の森 鶴岡」は山形県鶴岡市下川字龍花崎・七窪及び、
千安京田字龍花山に位置し、「海岸砂防林の機能向上と環境保全林づくり」
を目的に、出羽庄内森林組合と協力して整備活動を行っています。

　　　　　　　　令和 7 年 5 月 17 日（土）
　20 回目を迎える「森づくりの日」（森林保全活
動）には、地元関係者や JT 社員及び JT 招待の
方々、緑の少年団はじめ鶴岡市より招待の一般市
民の方、県内の学生など、約 180 名の方に参加
いただきました。主な活動として、松くい虫の説明、
松くい虫被害木の伐倒見学、クロマツ枝払いを実
施しました。
　また、環境教育学習として、鶴岡市自然交流館

「ほとりあ」 で講話を拝聴した後、2 グループに
分かれ、クラフト体験と大山酒造の見学をそれぞ
れ行いました。
　参加頂いた方々に、作業体験等を通じ環境保全
林の役割や地元の自然の事を知っていただく良い
機会となりました。

　　　　　　　平成17年から畑谷地区県民の森隣接地に土地を借り受け、各関
係機関団体の支援・指導を受け、2.67haの土地に約7,000本の広葉樹の苗を植樹
しました。令和７年は、6月と9月に下刈作業を行っており、今後も育樹・補植作業・
下刈作業等森づくり活動に取り組むことにより、豊かな自然環境づくりに寄与し、
CO2削減等SDGs達成に貢献する活動を行っていきます。

尾花沢市大字尾花沢地内　面積：10.0ha

鶴岡市下川字龍花崎、鶴岡市下川字七窪、
鶴岡市千安京田字龍花山　総面積 35.95ha

山辺町大字畑谷地内　面積：2.67ha

㈱おーばん、尾花沢市第１財産区、山形県

協定者 日本たばこ産業㈱山形支社、山形県、鶴岡市、下川生産森林組合

（公社）山形県トラック協会、畑谷地区 23名共有地、山形県

第１～３期：平成２３年２月８日～令和８年３月31日
第　４　期：令和８年４月１日～令和13年３月31日

第１～３期：平成21年10月22日～令和６年３月31日
第　４　期：令和６年４月１日～令和11年３月31日

おーばん琴の森

JTの森　鶴岡

山形県トラックの森10

12
所在地

協定期間

　　　　　　森と空気へ、今よりも美しい未来を
　環境問題が拡大するなか、当社は「家づくり」という事業において、木
材（樹木）という自然・森林の恵みを享受しています。森林は水を育み、
災害を防止し、憩いの場となるなど、いにしえより私たちの生活に深く関
わっています。その森林を守り、育て、支えていく森林ボランティア活動
を、社会の一員として未来への願いを込めて永続的な活動としてはじめま
した。

令和 7 年 5 月 29 日（木）72 名参加
　0.59ha の下刈り作業を行いました。また、健康な木が育つよう枝打ちや、
枯れ・折れ・曲がりのひどいスギを伐採しました。
令和 7 年 7 月 31 日（木）18 名参加
　0.59ha の下刈り作業を行いました。また、密集している箇所や育ちの
悪いスギを除伐しました。

飯豊町大字須郷地内（山形県源流の森）　面積：0.59ha

協定者 ㈱ウンノハウス、山形県

ウンノハウス企業の森

９

１１

枝払い作業枝払い作業

枝払い作業枝払い作業

集合写真集合写真伐倒作業の見学伐倒作業の見学

第１～３期：平成２３年２月８日～令和７年３月３１日
第　４　期：令和７年４月１日～令和１２年３月３１日

第１～３期：平成21年4月1日～令和6年3月31日
第　４　期：令和６年４月８日～令和９年３月３１日

活動目的

活動内容

活動内容

●実●実

●実●実

2 回目開催 ( 巣箱 )2 回目開催 ( 巣箱 )

３回目 ( 桜の植樹 )３回目 ( 桜の植樹 )1 回目開催記録1 回目開催記録 看板修復作業看板修復作業

下刈前下刈前

下刈後下刈後

下刈作業下刈作業
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　　　　　　　木製家具製造に携わる社員の、森の成り立ち、森や木に対
する慈しみを育てることを目的としています。

　にしかわ絆の森』の活動も 12 年目を迎えました。令和 5 年度は、令和元年以来
４年ぶりとなる新入社員も参加しての活動で下刈り作業・遊歩道整備を行いました。

令和７年度は現地での熊出没により活動を断念しました。

令和７年度は４社の日程が合わず、活動を断念しました。

令和７年度はクマの懸念より活動を中止しました。
中止に伴い、行われたクマの講習会へ出席し、来年度は活動できるよう意
見交換いたしました。

第１～３期：平成24年２月８日～令和８年３月３１日
第　４　期：令和８年４月１日～令和13年３月31日

所在地 所在地
協定期間 協定期間

活動目的活動目的

活動内容
令和５年７月 30 日（日）　８時 30 分～ 10 時 30 分
活動場所：にしかわ絆の森　（西川町沼山地区）
参 加 者 ：村山総合支庁 産業経済部 森林整備課 森づくり推進室：大築和彦 氏
　　　　　（公財）やまがた森林と緑の推進機構 森林インストラクター：増本智子 氏
　　　　　沼山地区ボランティアの方：沼山区長 荒木氏はじめ５名
　　　　　日東ベスト　社員　14 名
活動内容：下刈り作業、遊歩道整備（ラ・フランス剪定枝のチップ敷き）
　当日は気温が非常に高く、強い日射しの下での活動となりましたが、誰
も体調を崩すことなく、無事に作業を終えることが出来ました。
　下見の段階では、木々や草花が成長し過ぎて、通路がどこか分からない
程になっていましたが、皆さんの協力で何とか整備出来ました。
　ご協力頂いた県関係者のお２人、沼山地区のボランティアの方々に感謝
申し上げます。また、今後も『にしかわ絆の森』の活動は続いていきます。

鶴岡市羽黒町手向地内　　面積：60.07ha 西川町大字沼山地内（大沼キャンプ場隣接地）　面積：1.7ha

協定者 （一財）田川建設会館、手向生産森林組合、鶴岡市、山形県 協定者 日東ベスト㈱、沼山区、西川町、山形県

神の宿る森はぐろ にしかわ絆の森14

16

１３

１５

開会式開会式

作業状況作業状況 下刈り作業後下刈り作業後

リレー旗伝達式リレー旗伝達式

所在地

協定期間

協定者

活動内容
　　　　　　　平成 15 年に ｢企業の森｣ として活動を開始して以来、今
年で 21 年目になります。春と秋、年２回の活動を通して森林保護・育成
に取り組んできました。
　今後は特に「植樹」、「広葉樹の採取・育成」にも力を注ぎ、豊かな森林
を健全な姿で未来へ引き継いでいくため、天童市内の４企業が力を合わせ
て実りある活動を目指して取り組んでいきます。

天童市大字貫津地内　面積：13.9ha

㈱滝の湯ホテル、㈱デンソーＦＡ山形、㈱天童木工、㈱新東京
ジオ・システム、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

天童・不思議の森

春　下草刈り春　下草刈り

春　ほだ木まわり整備春　ほだ木まわり整備

皆さん、暑い中、本当にお疲れ様でした！皆さん、暑い中、本当にお疲れ様でした！

秋　枝打ち秋　枝打ち

秋　看板設置秋　看板設置

令和3年6月 23 日（水）
～ 春の活動 ～
　スギ林の下草刈りや、 
ほだ木まわりの整備を
行いました。

令和3年 10 月 28 日（木）
～ 秋の活動 ～
　スギ林の下草刈り、
ほだ木まわりの整備、
枝打ちを行ったほか、
展望台の隣に活動の一
環として参加企業の苗
木を植樹しており、そ
ちらに掲示する各企業
の看板の設置作業も行
いました。この看板も
同森林域で間伐したス
ギ材を使って天童木工
にて製作しました。

令和 3 年 10 月28日（木） 秋の活動より 令和 3 年 10 月28日（木） 秋の活動より 

ラ・フランスのチップラ・フランスのチップ
を運ぶ新入社員を運ぶ新入社員

ラ・フランスのチップラ・フランスのチップ
蒔きを楽しむ新入社員蒔きを楽しむ新入社員

遊歩道整備の遊歩道整備の
やり方を教えるやり方を教える

下刈りの様子下刈りの様子

第１～２期：平成24年2月8日～令和4年3月31日
第　３　期：令和4年4月1日～令和9年3月31日

第１～２期：平成24年2月8日～令和4年3月31日
第　３　期：令和4年4月1日～令和9年3月31日

●実●実

●実●実

　　　　　　　「やまがた絆の森（神の宿る森はぐろ）」事業は、鶴岡市羽
黒地区での活動推進を目的に、平成２４年から協定を締結し実施しています。

活動内容
　令和７年度は、第３期協定期間の最終年度にあたりますが、これまで同
様「継続は力なり」をモットーに７月８日に羽黒山手向地区の森林におい
て、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、手向生産森林組合よりアドバ
イスを受けながら、下刈り・枝払いの作業を実施しました。		
 令和７年７月８日（火）　　　　　
　　　　　9:00 ～ 15:30
実施場所 ： 鶴岡市羽黒町手向地内
実施内容 ： 下刈り、枝払い（参加人数：24 名）  

主催団体 ： 山形県、鶴岡市、手向生産森林組合、
　　　　　（一財）田川建設会館
協力団体 ：� 山形県建設業協会鶴岡支部
　　　　（公財）やまがた森林と緑の推進機構

所在地
協定期間

協定者

活動内容

活動目的

　　　　　　　弊社は、平成 25 年から白鷹町ふるさと森林公園内のブナ
林の除間伐や下刈りなどの森づくり活動に取り組んでいます。
　また、子どもたちが森、自然に親しむことのできるようレクリェーショ
ンも併せて行っています。

白鷹町大字十王地内（白鷹町ふるさと森林公園）　面積：4.1ha

㈱朝日相扶製作所、白鷹町、山形県

第１～３期：平成25年２月14日～令和８年３月31日
第　４　期：令和８年４月１日～令和13年３月31日

朝日相扶 絆の森 白鷹

令和６年５月25日
　参加者　16名

令和６年11月３日
　参加者　20 名

集合写真集合写真

白鷹山登山白鷹山登山

下刈り作業下刈り作業

下刈り作業下刈り作業
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所在地所在地
協定期間協定期間

協定者

活動目的

活動内容

活動目的

活動内容
○�森づくり活動を通じて、地域の環境保全と森林に守られている動植物な

どの自然生態系の保全に取り組みます。
○ �JA 職員及びその関係団体が自然体験ボランティア活動を通して環境問

題の理解を深める場として活用し、地域の発展に貢献します。

令和７年度は所在地にクマが出没した為中止となりました。

　当ＪＡ役職員 40 名・小白川山林組合の組合員 12 名と、本活動趣旨に賛同
いただいたＪＡ全農山形職員 1 名、JA 共済連山形職員 1 名、農林中央金庫
職員2名の総勢52名で、対象地の笹竹や雑木の下刈り等を実施いたしました。
　小白川山林組合の組合員より指導いただき、今年も怪我無く無事終了する
ことができました。作業終了後、河川公園にて恒例の昼食会を行い、豚汁
で身体を温めました。

　　　　　　　森づくりを通して地域の発展と環境保全に取組む。
　みはらしの丘周辺の土地を整備し CO₂ を吸収する森林を育み、地球温
暖化防止に貢献する。

　　　　　　　毎年夏から秋にかけて、下刈り／植樹と、森づくり活動に
取り組んでおります。令和７年で 11 年目となりますが、怪我なく、皆で
協力してスムーズに活動することができました。地元の環境保全に関われ
る機会、また社員同士の交流の機会としても、この活動を大切にしていき
たいと思います。
令和７年６月８日（日）：下刈り等整備　参加22名
令和７年10月19日（日）：�植樹・県産スギ材を用いたペン立て作成体験  

参加37名(社員家族を含む)

山形市小白川町地内　面積：15.2ha

令和 6 年 11 月 16 日（土）下刈り作業・遊歩道の整備

山形市大字松原地内（蔵王みはらしの丘）　面積：1.42ha

協定者 山形市農業協同組合、山形市小白川財産区
小白川山林組合、山形県

岡崎医療㈱、松原共有財産維持管理組合、山形県

第１～２期：平成２６年３月２７日～令和８年３月３１日	
第　３　期：令和８年４月１日～令和13年３月31日

ＪＡ山形市“のんきな殿さま”絆の森みはらしの丘
おか

未
ざ き

来の森 18

２０
所在地所在地

協定期間協定期間

協定者

活動目的

活動内容

活動目的

活動内容

①森林整備による里山の景観向上への取組み　
②�森林名称「笑顔いっぱいの森ひがしね」のように、参加者が笑顔になれ

るような活動を目指しています。

　山形県企業局は、水源に位置する森林の
公益的機能の維持・向上を図るため、水環
境を保全する活動の重要性を普及するとと
もに平成 26 年度から森づくり活動（植樹、
下刈り、間伐）に取り組んでいます。

　令和７年度も昨年度同様に山形県企業局
職員と地域の方々による森林整備（下刈り）
を行いました。

令和７年７月７日（月）
下刈り活動　　参加17人

東根市大字東根元東根地内　面積：4.6ha西川町大字月岡地内　面積：10.71ha

アイジー工業㈱、東根市東根財産区、山形県協定者 山形県企業局、西川町、本道寺地区会、山形県

笑顔いっぱいの森　ひがしね企業局絆の森　月山仁田山

集合写真集合写真

下刈り作業下刈り作業

下刈り作業下刈り作業

17

19

集合写真集合写真 下刈り作業下刈り作業

下草刈り下草刈り

遊歩道整備遊歩道整備 ウッドチップ撒きウッドチップ撒き

木工クラフト制作木工クラフト制作

木工クラフト制作木工クラフト制作 石の除去・運搬石の除去・運搬

集合写真集合写真

第１～２期：平成26年8月22日～令和６年３月31日
第　３　期：令和６年９月１日～令和11年３月31日

第１～２期：平成２７年３月９日～令和7年3月31日
第　３　期：令和７年4月1日～令和12年3月31日

第１～４期：平成26年９月30日～令和８年３月31日
第　５　期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

下刈り下刈り

ス
ギ
材

ス
ギ
材

ペ
ン
立
て
作
成

ペ
ン
立
て
作
成

植樹植樹

みはらしの丘未来 ( おかざき ) の森看板みはらしの丘未来 ( おかざき ) の森看板

●実●実

●実●実

令和７年5月24日(土)�下草刈り、石の除去・運搬、ウッドチップ撒き、
木工クラフト制作等…参加38名

令和７年11月 １ 日(土)※熊出没多発のため中止
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令和７年５月30日（金）　参加者18名
　春の活動として、遊歩道の整備 ( 下刈り・つる切り・枝打
ち )、ハチトラップの製作・設置を行いました。
　また、活動日後に高畠町・屋内遊戯場『もっくる』との共
同植樹イベントとして、遊歩道入口付近にある植樹場所にミ
ズナラの木の植え付けを予定しているため、それに伴い植
樹場所の整備 ( 草取り等 ) を行いました。
　昼食を兼ねた交流会も実施し、皆さんとの親睦を深めま
した。
令和７年10月16日（木） 参加者12名
　秋の活動は人数の少なさ、悪天候、多発しているクマの
出没を考慮して例年よりも簡易的に行いました。遊歩道の
整備 ( 下刈り・つる切り・枝打ち )、ハチトラップの回収、そ
して新たに、遊歩道へ続く
道の最中にある溝と、遊歩
道と植樹場所の間の溝に橋
を設置し、簡単に行き来でき
るようにしました。

　㈱ステージアンサンブル東北は、コンサートやイベント等の照明・音響・舞
台制作を中心に行う他、高畠町文化ホール「まほら」をはじめ、会館の指定管
理者や舞台管理運営業務担当者として業務委託をいただき、長年会館運営に携
わらせていただいております。
　お世話になっている地元の皆様へ恩返しと感謝の気持ちを込め、少しでも地
域貢献ができるように、そして環境保全・未来の子どもたちに豊かな自然を引
き継げるようにと考え、活動を行っております。

所在地所在地
協定期間協定期間

活動目的

活動内容

活動目的 　南陽市赤湯十分一山の景観の保全と「もくロック」を育
む広葉樹の森へ再生するため、社員と地域が連携し森づく
り活動を実施します。

活動内容
令和７年4月14日　スズメバチトラップ取り付け
令和７年4月24日　�森林整備活動（剪定・枝打ち・

支障木撤去・ゴミ拾い）
令和７年6月２日～17日
　　　　　　活動エリア内の下刈り
令和７年10月１日～16日
　　　　　　活動エリア内の下刈り
※令和7年度は延べ21名が参加しております

高畠町大字安久津地内　面積：3.6ha南陽市赤湯十分一山　他　地内　面積：5.0ha

協定者 ㈱ステージアンサンブル東北、高畠町、山形県協定者 ㈱ニューテックシンセイ、南陽市、山形県

第１～２期：平成２８年２月１０日～令和8年3月31日
第　３　期：令和８年４月１日～令和13年３月31日

ステージアンサンブル東北「まほろばの里 絆の森」もくロックの森 22

24

２１

23
所在地

協定期間

協定者

活動目的

活動内容

　Ｒ 48 しあわせ街道学びの森を推進し、森林を健全な姿で未来に引き継
いでいくため、地域と連携を密に図り森と親しむことのできる環境保全林
を造成するため活動事業を実施する。

令和7年7月8日～11月7日　環境整備(下刈、表土運搬)(延べ５日間)
今まで植栽した場所を下刈りし、今年植栽する場所に表土運搬し整備しま
した。

令和７年11月7日　植栽
関係者のみで、ブナの苗木を20本、さくらの木を２本植栽しました。

東根市大字関山地内　面積：4.2ha

㈲双伸工業、（一社）関山愛林公益会、山形県

第１期：平成２９年２月７日～令和４年３月３１日
第２期：令和４年４月１日～令和９年３月３１日

Ｒ４８しあわせ街道学びの森

ブナの木植栽ブナの木植栽

下刈 (1回目)下刈 (1回目) 表土運搬表土運搬

集合写真集合写真

植樹場所までの橋設置植樹場所までの橋設置

植樹中植樹中

植樹場所の草取り植樹場所の草取り

ハチトラップ設置ハチトラップ設置遊歩道整備中遊歩道整備中

第１～３期：平成29年２月７日～令和８年３月31日
第　４　期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

●実●実

●実 ●実
所在地

協定期間

協定者

活動目的

活動内容
令和元年５月 １５ 日（水）
－第１回  参加人数　５０ 名－
①倒木の搬出作業
②法面・エリア内の下草刈り

令和元年 １０ 月３日（水）　
－第３回　参加人数　３０ 名－
①エリア全体の下草刈り

令和元年９月４日（水）
－第２回　参加人数　３０ 名－
①エリア全体の下草刈り

山形市みはらしの丘地内　面積：0.25ha

山形トヨペット㈱、山形市、山形県

第１期：平成２９年２月８日～令和４年３月３１日
第２期：令和４年４月１日～令和９年３月３１日

ハイブリッド基金の山形トヨペットの森

倒木搬出作業倒木搬出作業 法面・エリア内の下草刈り法面・エリア内の下草刈り

　　　　　　　山形トヨペット株式会社創立 ６０ 周年を機に、自社の社会
貢献活動の一環であるグリーンキャンペーンに加え、県が推進する『やまが
た絆の森づくり』に参加し、令和４年度から新たな協定期間に入りました。
　令和２～５年度は新型コロナウイルス感染症流行により活動が制限さ
れ、委託による保育作業を行いました。大きくなってきたサクラの保育と、
新たな植樹を今後も継続していきます。
　長期計画として、毎年桜などの苗木を植樹して地域の方々に愛される

『ハイブリッド基金の山形トヨペット桜街道』ができることを目標に活動
しております。

令和７年度は都合により業者に委託しました。
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所在地所在地

協定期間協定期間

協定者
活動目的

活動内容

　山形日産自動車創立 55 周年事業としてスタートした本プ
ロジェクトは、森づくり活動を通して森林の公益的機能の維
持・増進に貢献します。社員・家族・お客さまが、森づくり
活動に積極的に取り組むことにより、地域貢献を図ります。
また森づくり活動の中で、ミズナラの植裁を行っております
が、定期的に植栽した樹木の高さ、太さを計測し CO2 の吸
収量を算出しており環境活動の一環として貢献しております。

活動内容
令和７年度　春の活動　令和７年６月８日（92 名）
わらびの里・きのこの里の下刈り作業、森林整備、歩道の整備を行いました。
親子参加者を対象に工作教室も開催しました。

　　　　　　　モンテディオ山形の社会貢献活動、及び地球温暖化防止など
の環境貢献活動の一環として位置づけ、後世に素晴らしい山形の自然を遺し
ていけるよう、山形県民に対する普及啓発を進めることを目的としています。

令和 4 年 6 月 2 日
サクラへの施肥作業、雑草除去
参加者：モンテディオ山形ジュニアアカデミー生徒 19 名

朝日町大字白倉地内　面積：4.6ha天童市大字田麦野地内　面積：2.0ha

協定者 山形日産自動車㈱、日産プリンス山形販売㈱、朝日町、山形県㈱モンテディオ山形、天童市、山形県

第１期：平成29年3月27日～令和4年3月31日
第２期：令和４年４月１日～令和９年３月３１日

ニッサンの森【Asahi】モンテディオ山形　未来の森

サクラへの施肥作業サクラへの施肥作業

前年植樹した桜を観察する様子前年植樹した桜を観察する様子

2625

28
所在地所在地

協定期間協定期間

協定者

活動目的

活動内容

　                 当社は、SDGｓの取り組みの一環として『地球環境との共生』
を重点課題に掲げており、自然を活用した防災・減災（グリーンレジリエンス）
など、気候変動対応と同時に自然資本の持続可能性向上につながる取り組み
の推進をしております。そして平成 29 年 8 月 28 日に山形県と締結した「や
まがた創生に関する連携協定」に基づく協力の一環として、「やまがた絆の
森づくり」にも参画し、環境保護活動も実施しております。また、社員・代
理店とその家族が、森づくり活動に積極的に取り組むことにより、これまで
以上に地域に貢献し、地域との絆を深めていくことを目指しております。

令和 7 年 8 月 2 日
参加人数：社員・代理店とその家族　29 名
内　　容：����①下草刈り
　　　　　②�森のホームステイ活動で育てたコナラ、ブナなどの苗木へ追肥

活動目的 　山形日産自動車 55 周年記念事業として、森づくり活動
により森林の公益的機能の維持、増進に貢献します。社員、
家族、お客さまは森づくり活動に積極的に取り組むことに
より、地域貢献を図ります。森づくりを通して地域との絆
を深めます。

活動内容
森林の公益的機能の維持増進や県産材の安定供給を目的に間伐を行いました。
・朝日町大字下芦沢、大江町大字材木　地内
（面積 11.41ha、森林作業道 1,163 ｍ、搬出材積 363㎥、吸収量 80.33t-CO2）

西川町大字沼山地内　面積：1.0ha朝日町大字白倉　他　地内　面積：60.88ha

あいおいニッセイ同和損害保険㈱、沼山区、西川町、山形県協定者 山形日産自動車㈱、日産プリンス山形販売㈱
(公財)やまがた森林と緑の推進機構、山形県

第１期：平成31年2月14日～令和6年3月31日
第２期：令和６年４月１日～令和11年3月31日

あいおいニッセイ同和損保の森【西川沼山】ニッサンの森【朝日白倉】27

活動目的

集合写真集合写真

集合写真集合写真

開会式のようす開会式のようす 作業風景作業風景

開会式のようす開会式のようす

親子工作教室親子工作教室

親子工作教室親子工作教室作業風景作業風景

令和７年度　秋の活動　令和７年 10 月 13 日（71 名）
　わらびの里・きのこの里の下刈り作業、森林整備、歩道の整備、植樹の
測定、植菌場所の整備を行いました。

集合写真集合写真

 緑の募金活動 緑の募金活動 5 月3日　札幌戦 5 月3日　札幌戦 
木工クラフト体験の様子木工クラフト体験の様子

どんぐりちゃん、ディーオどんぐりちゃん、ディーオ
©MONTEDIO YAMAGATA©MONTEDIO YAMAGATA

★令和7年はホームゲーム2試合にて、木工クラフト・緑の募金活動に協力しました。

第１～３期：平成29年２月17日～令和８年３月31日
第　４　期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

第１～２期：平成29年3月27日～令和7年3月31日
第　３　期：令和７年4月1日～令和11年3月31日

●実

●実

●費

●実
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所在地
協定期間

活動目的　　　　　　　当社は、令和元年の協定締結時より山形県との「やまがた創
生に関する連携協定」の具体的な活動として位置付けた「やまがた絆の森づ
くり」に参画し、森林環境の保全と森林による二酸化炭素の吸収源対策を継
続して推進してきました。また当社のお客さまがペーパーレス証券・Web
約款を選択（紙の使用削減等）された件数に応じて、各地域の NPO 団体や
地方公共団体等へ寄付を行っており、地域に根差した環境保護活動を行って
おります。地域密着という私たちのバリューを引続き実現してまいります。

活動内容
森林の公益的機能の維持増進や県産材の安定供給を目的に間伐を行いました。
・西川町大字岩根沢、綱取　地内
（面積 9.55ha、森林作業道 908 ｍ、搬出材積 393㎥、吸収量 78.37t-CO2）

西川町大字睦合　他　地内　面積：32.00ha

協定者 あいおいニッセイ同和損害保険㈱、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

第１～２期：平成31年2月14日～令和７年3月31日
第　３　期：令和７年４月1日～令和10年3月31日

第１期：令和３年７月13日～令和７年3月31日
第２期：令和７年４月1日～令和12年3月31日

PELLET WATARAI エネルギーの森あいおいニッセイ同和損保の森【西川睦合】 30

32

29

31

所在地
協定期間

協定者

活動目的

活動内容

　　　　　　　脱炭素化の観点から、日本は現在、年間で 12 億トンを超
える温室効果ガスを排出しており、2050 年までに、これを実質ゼロにす
るチャレンジを行っております。
　我が社もこの絆の森づくりを通じその一助をにない、自然豊かな森林づ
くりに貢献し山形県が推し進める森林ノミクスの加速化を共にはかりなが
ら、積極的にカーボンニュートラルへのチャレンジに取り組んでいきたい
と思っております。
　次の時代へつなぐ森林整備事業にかかわりながら、社員、家族、お客様、
サプライチェーンが積極的に取り組み、地域の活性化、森林の持つ多面的
機能の維持増進をさらに図っていきたいと思います。

　　　　　　　森林の公益的機能の維持増進や県産材の安
定供給を目的に間伐を行いました。
・鶴岡市中山地内
（�面積 15.13ha、森林作業道 1,507 ｍ、搬出材積 817㎥、

吸収量 94.11t-CO2）

鶴岡市中山地内　面積：50.00ha

㈱渡会電気土木、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

第１期：令和3年7月13日～令和8年3月31日
第２期：令和８年４月１日～令和11年３月31日

所在地
協定期間

活動目的
①�「エルデックの森」での間伐作業を多角的に支援して、森林が有する

CO2 固定機能を最大化すること。
②�「エルデックの森」での活動を通して、山形県が目指すゼロカーボンの

実現に貢献すること。

活動内容
①間伐費用の助成
　�　間伐とは、スギやヒノキの造林地で過密になった樹木の一部を伐採し、残った樹

木の成長を促すために行う間引き作業です。間伐を怠ると樹木が大きく育たず、結
果的に森林単位面積当たりの CO2 固定量が減少します。

　�　弊社は、森林の CO2 固定機能を最大限に発揮させるため、「エルデックの森」
での間伐費用を助成いたします。

②間伐材の販売協力
　�　スギやヒノキの造林地は、資金不足や人手不足により間伐作業が十分に行き届か

ず、荒廃しつつあります。
　�　弊社は、「エルデックの森」で発生した間伐材の販売に協力して、森林整備資金

の調達に貢献いたします。

森林の公益的機能の維持増進や県産材の安定供給を目的に間伐を行いました。
・酒田市大蕨　地内
（面積 10.59ha、森林作業道 1,196 ｍ、搬出材積 460㎥、吸収量 112.81t-CO2）

酒田市地内、庄内町地内　面積：64.11ha

協定者 ㈱エルデック、（公財）やまがた森林と緑の推進機構、山形県

エルデックの森

●費●費

●費

伐採前伐採前 伐採後及び作業道開設後伐採後及び作業道開設後

所在地
協定期間

協定者

活動目的

活動内容

酒田市大浜　地内　面積　3.39ha

花王㈱酒田工場、酒田市、山形県

令和３年７月13日～令和９年３月31日

花王の森　おおはま

　　　　　　　「公益の森の歴史」 がある庄内海岸クロマツ林を未来に引
き継ぐため、飛砂防備保安林としての機能維持と CO2 削減に貢献できれば
と考えています。この周辺は東側住宅地から西側の大浜海岸に抜ける道が
あり、ウオーキングをされている方もおります。歩きやすくすることで安全
に健康増進ができ、また綺麗に整備することで不法投棄の抑制になればと
考えております。豊かな森林資源を地域の方々に活用していただき、次世
代の方からもクロマツ林に親しんでもらえるよう取り組んでまいります。

花王グループ社員一同「豊かな共生世界」の実現を目指して取り組んでいます。

●実

　　　　　　　令和７年度は機械除草を２回（春、秋）行い、ツタ切り、ご
み拾い等を２回（春、秋）行いました。弊社では環境教育の一環として地域
の小学生へ現地 ( 花王の森 ) でのカーボンニュートラル教育を毎年実施してお
りますが、今年は雨天の為中止となり、弊社工場内にて環境教育を行いました。

伐採前伐採前 伐採後伐採後

伐採前伐採前 伐採後伐採後
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第１期：

所在地
協定期間

協定者

活動目的

活動内容

山形市大字門伝字米沼山地内　　面積：4.55ha

リコージャパン㈱山形支社、門伝生産森林組合、山形県

令和４年８月１日～令和９年３月31日

リコージャパン なないろの森 34

35 36

33

　　　　　　　「リコージャパンなないろの森」の愛称はリコーグループ
森づくり活動の 7 か所目の活動であり SDGs の 7 つのゴール達成を目標
としていることからゴールの 7 色をイメージして名付けました。
①森づくりによって、地域の環境保全に貢献する。
②森づくりを通じて地域との絆を結び、共に地域の発展に貢献する。
③ SDGs（持続可能な開発目標）の 7 つ（なないろ）のゴール (SDG ７,
８,11,13,14,15,17) を達成する事を目標に、社員自らが地域の環境保全に
積極的に取り組み、持続可能な社会を目指す企業として活動します。

　　　　　　　　令和６年10月19日（土）
　第三回となる森づくりの活動には、リコージャパン山形支社
の社員と家族、関連会社の社員、山形県の職員、門伝生産森林
組合の方と総勢63人が参加しての活動となりました。レクリ
エーションとして昨年好評の「芋煮会」とセットで開催しまし
た。紅葉が始まる森のさわやかな空気の中、景観整備の下刈り
作業を行いました。作業後は美味しい芋煮を囲み参加者の親
睦を図りました。

所在地

所在地 所在地

協定期間

協定期間 協定期間

協定者

協定者 協定者

活動目的

活動目的 活動目的

活動内容

活動内容

活動内容

　　　　　　　梓山地域の憩いの森として、森の下刈りや間伐、施肥など
の森林整備活動を通じ、地域との絆を結び、地域の環境保全や活性化に貢
献する活動をしています。また「木育」を通し、我々自身の成長そして
SDGs の課題解決にも繋がるものと考えています。
＜具体的な活動目的＞
①森づくりにより地域の環境保全に貢献する。
②森づくりを通じ地域との絆を結び、共に地域の発展に貢献する。
③森林や自然環境を通したやまがた木育を推進する。

①森づくりによって、地域の環境保全に貢献する。
②�上山市に所在する当社蔵王の森工場で使用している蔵王の伏流水の水源

地域の森を整備することにより、豊かできれいな水源を維持する。
③�でん六 SDGs 経営の取組みを通して、社員自らが地域の環境保全に関

わることにより、持続可能な社会を目指す企業として活動する。

・西蔵王市民の森林の森林整備活動による社会貢献
・健全な木々の育成による CO² 削減での環境貢献

　　　　　　　梓山ほんわかのもりは、自然林とさくら広場のおおきく二
つに分かれています。自然林の遊歩道の草刈や桜の木への施肥などを梓山
区会と連携し、活動を推進しております。
・第１回：令和７年６月８日（日）
　　下刈り・枝切り作業　弊社社員10名参加
・第２回：令和７年10月３日（金）
　　下刈り・除伐指導　　弊社社員２名参加
　　　　（米沢鶴城高校 100 名への作業指導）

・令和７年６月28日（土）17名参加にて下刈り、投棄物回収作業
・令和７年10月11日（土）19名参加にて下刈り、枝打ち、投棄物回収作業

・令和７年６月12日（木）下刈り作業（10名）
・令和７年10月３日（金）�下刈り及び枯木伐採・支障枝処理作業（10名）
　　　　　　　　　　　　�「ミドリオートレザーやまがた絆の森」看板  

　設置、除幕式実施

米沢市万世町梓山地内　　面積：５．８ha

㈱SUMCO　米沢工場、地縁団体梓山区会、山形県

㈱でん六、小倉生産森林組合、山形県 ミドリオートレザー㈱、山形市、山形県

令和５年２月７日～令和10年３月31日

令和６年２月13日～令和11年3月31日 令和6年11月29日～令和12年3月31日

梓山ほんわかのもり

でん六　幸せの森 ミドリオートレザーやまがた絆の森
上山市小倉字大森地内　　面積：1.25 ha 山形市蔵王山田地内　　面積：0.4ha

●実

●実●実

●実

令和7年度は熊出没の情報が多数あり活動を中止いたしました。
令和7年12月19日（金）村山総合支庁にて「クマ対策についての講義」を社員3名が受講。
講師は蔵王山岳インストラクター山口氏。参加企業様と意見交換を実施しました。 米沢鶴城高との合同作業米沢鶴城高との合同作業

枝切り作業枝切り作業

集合写真集合写真

絆の森看板除幕式絆の森看板除幕式 下刈り作業下刈り作業
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第１期：

協
定
締
結
企
業
等
へ
の
支
援

協
定
締
結
式

やまがた絆の森協定締結式…………………………………………………………………

森づくり発表会・絆の森づくり交流会 ……………………………………………………
　企業・団体、市町村、森林ボランティア団体などによるやまがた緑環境税を活用した森づくり活動の成果を広く県民の皆様
にお知らせするとともに、森づくり活動関係者の情報交換と連携を深めるため、発表会や企業同士の交流会等も開催しています。

【森づくり発表会】
日ごろの森づくり活動についてポス
ター発表を行いました。

【絆の森づくり交流会】
ブナのストラップづくりをしながら担当
者同士の意見交換を行いました。

【絆の森づくり講習会】
クマ出没の影響により活動を中止した企業もあっ
たことから、専門家からクマの生態や対策を学び
ました。

所在地 所在地
協定期間 協定期間

協定者 協定者

活動目的 活動目的

活動内容

活動内容

　　　　　　　エコフォレスト八谷の森は、旧八谷鉱山を維持管理する当
社施設に隣接した（一財）田沢自彊会が所有し、米沢上杉藩政時代から連
綿と管理運営されているスギ人工林です。
　当社では、過去の豪雨災害等を通して、当社施設を維持管理するうえで、
森林の持つ土砂流出防止機能や水源かん養機能が健全に発揮されることの
重要性を再認識したところです。 このため、（一財）田沢自彊会に対して、
年間で 3 ～ 5ha の森林整備（間伐や主伐再造林など）を実施するための
資金を提供し、森林が持つ土砂流出防止及び水源かん養や木材生産などの
多面的機能の健全かつ持続的な発揮に貢献するものです。

　　　　　　　置賜建設株式会社と学校法人九里学園でやまがた絆の森活
動を推進し、歴史ある学校法人九里学園の学校林を保全・維持するととも
に、学園の環境教育のフィールド作り、広く市民への森林体験の場を提供
していくことを目指します。さらに、山形サスティナキャンプなど、他の
活動団体や企業との連携を深め、その輪を大きくしていきます。

実施日：�令和７年７月26日（土）　参加人数：20名
　　　　協定前に、研修を兼ねた下刈りを実施しました。

エコマネジメント㈱、(一財)田沢自彊会、山形県 置賜建設㈱、学校法人九里学園、山形県

令和７年２月13日　～　令和12年３月31日 令和７年８月26日～令和12年３月31日

エコフォレスト八
や た に

谷の森 くのり協同和楽の森
米沢市大字入田沢地内　　面積：35.93ha 米沢市万世町桑山字長澤地内  外　　面積：0.5ha

　関係者の役割や協定期間、活動内容を定めた協定書に森林所有者・企業代表者・県知事が署名し、協定を締結します。

●実●実 3837

絆の森名：くのり協同和楽の森
協定期間：令和 7 年 8 月 26 日～令和 12 年 3 月 31 日
協 定 者：置賜建設㈱、学校法人九里学園、山形県

絆の森名：ヤマト運輸の森
協定期間：令和８年 1 月 7 日～令和 13 年 3 月 31 日
協 定 者：�ヤマト運輸㈱山形主管支店、山形市、山形県

【実践型】 【実践型】

・令和７年度実績
　①令和７年８月４日～12月１日　スギ人工林の主伐再造林：2.58ha
　②令和７年12月２日～12月３日　スギ人工林の間伐：0.5ha
・令和８年度計画
　①令和８年８月～12月　主伐再造林：3.0ha

実施日：令和７年11月３日（月）　参加人数：55名
　　　　�山形サスティナキャンプで開催している、第２回廃校マルシェで、く

のり協同和楽の森の紹介と、県の絆の森活動の紹介を行い、地域交流
と啓発活動を行いました。

全体集合全体集合

くのり協同和楽の森紹介くのり協同和楽の森紹介

下刈り下刈り

絆の森活動紹介絆の森活動紹介
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●山形県CO2森林吸収量認証制度●山形県CO2森林吸収量認証制度

情報発信情報発信

　企業・団体の皆様に森づくり活動による環境貢献の成果を実感し
ていただけるよう、県では CO2 森林吸収量の「見える化」に取り
組んでいます。

申請できる方：やまがた絆の森協定（もしくは従来の企業の森づくり）を締結し
た企業等、その他知事が適当と認める者

対象となる行為：自主的な活動として支援又は実施する植樹及び除伐、間伐等の保育
認 証 の 対 象：森林を整備した時点での１年間のCO2森林吸収量
　
※認証には、森林所有者との協定等により複数年の
　事業計画を作成することが必要です。

やまがた緑環境税

県民みんなで
支える森づくり

山形県環境エネルギー部みどり自然課
〒990-8570　山形市松波二丁目８番１号
TEL 023-630-2432　FAX 023-625-7991

問い合わせ先

やまがた絆の森
企業と地域の交流を目指して企業と地域の交流を目指して

令和８年度版
山　形　県
令和８年度版
山　形　県
令和８年度版
山　形　県

やまがた絆の森づくりはやまがた緑環境税を活用してサポートしています。

事業紹介 インスタグラム Facebook

　山形県CO2森林吸収量認証制度とは、企業・団体が自主的に取り組んだ森づくり活
動による環境貢献の成果を、CO2森林吸収量として算出して認証するものです。
　これにより、企業・団体のPRやイメージアップをしやすくすることで企業等によ
る森づくり活動を促進することをねらいとしています。

　PRパネルの展示、県みどり自然課発行の
冊子「もりしあ」、山形県森林協会発行の冊
子「森林やまがた」、ホームページ等でやま
がた絆の森の取り組みを紹介しています。

山形県CO2森林吸収量認証書

６月第１土曜日開催「やまがた森
の感謝祭」において、県から認証
書を授与させていただきます。

森林やまがた・もりしあ
PRパネルの展示

やまがた絆の森HP
▲もりしあ

▲森林やまがた

森づくり活動の「見える化」森づくり活動の「見える化」


